
令和７年度

年度別計画
◆施策・事務事業評価の実施・評価結果の公表
◆行政評価の見直し・実施
◆統一ルールに基づく債権管理の推進
◆予算編成過程における受益者負担の検証・適正化の実施

○次期基本計画の策定を見据え、行政評価において、令和９年度から
１２年度までの計画期間における各施策の方向整理に関する項目を追加
しました。令和６年度の振返り評価を実施し、その結果を公表することで
市政に関する透明性を確保しました。
○行政評価シート等を活用し、基本計画事業の所管課と取組の現状や課
題及び次期基本計画策定を見据えた今後の取組の方向について、情報
共有・意見交換を実施し、適切な進行管理に努めました。
○令和６年度決算における収入未済額等の把握を通じて、市の統一ルー
ルに基づいた債権管理を推進しました。
○所管課ヒアリング等を通じ、今後の不納欠損見込み、長期滞納の可能
性のある債権の把握等ができました。
○使用料、手数料の改定に向けた庁内検討を行うとともに、他団体にお
ける見直しの取組に関する情報を収集しました。

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

年次評価 Ａ（計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

○令和７年度においては、現行基本計画の２年目である令和６年度の振
返り評価を実施し、令和７年度以降における各施策・事業の着実な推進
につなげました。
○令和６年度の評価結果等を踏まえて、基本計画事業の所管課と取組の
現状や課題及び今後の取組の方向について、情報共有・意見交換を実施
することで、適切な進行管理に努めました。
○令和８年度は、令和９年度からの次期基本計画を策定する年度である
ことから、現行基本計画における課題の把握や、課題を踏まえた今後の
取組の方向の整理ができるよう、必要な評価項目を設定し、行政評価を
実施する必要があります。
○所管課からの相談等において法律的な観点が必要な場合などに、法
制課と連携して法曹有資格者が助言・支援を行うことにより、適切な債
権管理を推進することができました。
○市の統一ルール等に基づき、過去から累積している収納見込みの低い
債権の処理を行ったことで、収納業務の効率化を図ることができまし
た。
○使用料、手数料の改定については、他団体の取組を参考としつつ、年
度ごとの取組内容を検討していきます。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

○令和９年度からの次期基本計画の策定準備に着手することを念頭に、
今後の計画策定に向けた課題の把握や取組の方向の整理ができるよう、
必要な評価項目を設定し、行政評価を実施します。
○令和６年度の評価結果等を踏まえて、基本計画事業の所管課と取組の
現状や課題及び今後の取組の方向について、情報共有・意見交換を実施
し、適切な進行管理に努めます。
○統一ルールに基づいた債権の管理・収納を推進します。
○法制課と連携した所管課支援の体制を継続します。
○所管課の債権管理の状況や、令和６年度決算における収入未済額及び
不納欠損額を把握します。
○受益者負担の在り方検証の手法等について、調査検討します。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○各施策・事務事業の評価結果を令和８年度予算編成に活用しました。
○令和９年度からの次期基本計画の策定を見据え、基本計画事業所管課
との意見交換を通じて把握した取組の現状と課題及び今後の方向性に
ついて整理し、施策体系等についての検討を進めました。
○次期基本計画の策定に向け、課題や取組の方向の整理を踏まえた検
討が進められるよう、次年度の行政評価における評価項目について、検
討を行いました。
○日常的な相談や不納欠損処分の進捗管理等を通して、統一ルールに基
づいた債権管理を推進することができました。
○過去から累積している収納見込みの無い長期未納債権を不納欠損処
分したことで、収納業務の効率化を進めることができました。
○受益者負担の在り方検証については、使用料、手数料の改定に向けた
取組として進めていくこととしました。

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

○各施策・事務事業の評価結果を令和８年度の予算編成において活用で
きるよう取り組みます。
○評価結果を踏まえて、次期基本計画策定に向けた検討を進めます。
○収入未済額の縮減に向けて、法制課及び所管課と連携を図りながら、
引き続き、統一ルールに基づいた債権の適切な管理・収納を図ります。

○各施策・事務事業の評価結果及び基本計画事業所管課との情報共有・
意見交換の内容を令和８年度予算編成において活用できるよう取り組
みます。
　また、評価結果を踏まえて、次期基本計画の策定に向けた課題の把握
や取組の方向の整理に取り組みます。
○次期基本計画における施策体系や基本計画事業などの検討に資する
よう、評価項目の検討を実施します
○統一ルールに基づいた債権の管理・収納を推進します。
○法制課と連携を図りながら、収入未済額の縮減に向けた所管課への支
援を継続します。
○受益者負担の在り方検証の手法等について、調査検討します。

総　括

調布市基本計画に位置付けた施策・事業を着実に推進するため、行政評価による振返り評価を活用した各種取組の見直し、改善を推進します。あわせて、受益者負担の在り方について、毎年度の予算編成の
過程において検証・適正化に努めるほか、債権管理についても統一ルールに基づき、収納対策や収入未済額の縮減を推進します。

計画行政の推進
ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる行財政運営

方針 ５
基本的取組 ５－１

担当課 企画経営課、財政課、関係各課

２４ ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる行財政運営プラン



【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

年次評価 Ａ（計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

○財政規律ガイドラインに基づき、不断の見直し、改革・改善を推進する
とともに、統一的な基準に基づく財務書類等の作成、検証も踏まえて、持
続可能で効果的な市政経営を推進します。
○決算の分析や、財政規律ガイドラインに基づく、適正な予算執行を推進
します。
○固定資産台帳を更新するとともに、統一的な基準による財務書類等
（一般会計等、地方公共団体全体及び連結）の作成に取り組みます。

令和７年度

○令和６年度の実質収支を基金積立てに優先配分し、財政調整基金や公
共施設整備基金などの充実を図りました。
○社会経済状況の変化を踏まえながら、国や東京都の交付金を活用し、
物価高騰対策に取り組みました。
○予算編成・予算執行・決算分析などにおいて、｢財政構造見直し｣、｢財
政基盤強化｣、｢連結ベース債務残高縮減｣の３つの視点に基づく進行管
理を行い、不断の見直し、改革・改善による財政構造の改善と健全性維
持につなげていきます。
○今後も引き続き、固定資産台帳の更新を行うとともに、統一的な基準
による財務書類等を作成します。
○現下の財政状況や各種指標の結果を踏まえ、財政規律ガイドラインの
見直しに取り組みます。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

年度別計画

○令和６年度決算の分析や、財政規律ガイドラインに基づき、適正な予算
執行の推進や、次年度予算編成に取り組みます。
○令和６年度決算固定資産台帳を作成するとともに、統一的な基準によ
る財務書類等（令和６年度決算分（一般会計等、地方公共団体全体及び
連結））の作成に取り組みます。

総　括

財政規律ガイドラインに基づき、不断の見直し、改革・改善を推進するとともに、統一的な基準に基づく財務書類等の作成、検証も踏まえて、持続可能で効果的な市政経営を推進します。

◆ガイドライン設定項目に基づく進行管理（予算編成・予算執行）
◆固定資産台帳の更新及び財務書類の作成

計画行政の推進
健全な財政運営

方針 ５

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○補正予算編成通知等を通じて、物価高騰等に伴う財政状況を全庁で
共有しながら適切な予算執行を推進するとともに、財政規律ガイドライン
を踏まえた、令和８年度予算編成に取り組みました。
○統一的な基準による財務書類等（令和６年度決算分（一般会計等、地方
公共団体全体及び連結））と令和６年度決算固定資産台帳を作成し、市
ホームページにおいて公表しました。

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

○財政規律ガイドライン設定項目に基づく適正な進行管理によって、持
続可能で効果的・効率的な財政運営に努めます。
○引き続き、令和６年度の一般会計や各特別会計の伝票ごとの仕訳情
報、整理仕訳情報や非資金仕訳情報など、各種情報の確認・整理を行い、
統一的な基準による財務書類等（令和６年度決算分（一般会計等、地方公
共団体全体及び連結））を作成し、公表します。

○令和７年度予算の執行方針を通知し適正な予算執行を推進しました。
○令和６年度決算の分析として地方財政状況調査（決算統計）、健全化判
断比率等の算定を行い、「令和６年度調布市決算概要」を作成しました。
○令和６年度決算の分析を踏まえ、前年度繰越金活用計画を策定し、
令和６年度の実質収支については、基金積立てに優先的に財源配分する
こととし、令和７年度一般会計補正予算（第１号）において財源措置し、財
政基盤強化を図りました。
○令和６年度決算固定資産台帳の作成に向け、公有財産台帳や備品台帳
の更新情報や全庁各課で所管する固定資産台帳の更新情報の収集を行
いました。
○一般会計等及び全体財務書類等の作成に向け、令和６年度の一般会計
や各特別会計の伝票ごとの仕訳情報、整理仕訳情報や非資金仕訳情報、
連結法人の決算書類を収集するなど、各種情報の確認・整理を行いまし
た。

基本的取組 ５－２

担当課 財政課

２５ 財政規律ガイドラインに基づく財政運営プラン









担当課 保険年金課

２９ 国民健康保険事業の健全化プラン

計画行政の推進
健全な財政運営

方針 ５
基本的取組 ５－２

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

　引き続き、以下の３点について取り組みます。
○医科等レセプト点検及び柔道整復等療養費（海外療養費、海外出産を
含む）支給申請の二次点検を実施し、給付・医療費の適正化を図ります。
○ＡＩ･ＲＰＡを活用した診療報酬明細書の内容点検に取り組みます。
○ジェネリック医薬品の利用促進通知により、ジェネリック医薬品の普
及・定着を図ります。

○医科等レセプトの点検及び柔道整復等療養費（海外療養費、海外出産
を含む）支給申請の二次点検を実施します。
○ジェネリック医薬品の使用促進に向けた取組を実施します。
○国保財政健全化計画及び東京都国民健康保険運営方針に基づき、適
正な事業運営を図るとともに、法令改正及び国保財政健全化計画に基づ
く国保税率の改定について準備を行い、適切に対応します。

総　括

国民健康保険事業を安定的に運営するため、レセプト点検の推進やジェネリック医薬品の使用促進による医療費適正化とともに、計画的な税率改定や国保税の収納対策等に取り組み、国民健康保険事業の
健全化を図ります。

○医科等レセプトの点検（職員による資格点検、ＡＩを活用した診療報酬
明細書の内容点検、ＲＰＡを活用したこれら点検結果の登録）を実施し、
給付・医療費の適正化を図りました。
○柔道整復等療養費（海外療養費、海外出産を含む）支給申請の二次点
検を実施し、給付・医療費の適正化を図りました。また、受診の多い被保
険者に対し、柔道整復師療養費通知を送付し、適正な受療方法を啓発す
るとともに、被保険者本人による受診内容の確認が行えるようにしまし
た。なお、柔道整復師療養費通知の効果を定量的に評価することは難し
いものの、前期に受領した前年度実施分の報告では、通知発送者の方が
非発送者よりも件数・請求額ともに削減率が高いという結果が出てお
り、これにより長期・頻回受診者の適正な受療に繋がっているものと捉え
ています。
○ジェネリック医薬品の利用促進に向けて、毎月、利用促進通知を送付し
ました。

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

年次評価 Ａ（計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

○ＡＩ・ＲＰＡを利用した医科等レセプトの点検により、点検による効果を
高めるとともに、経費縮減に努め、給付・医療費の適正化を図りました。
○柔道整復等療養費（海外療養費含む）支給申請の二次点検を実施し、
給付・医療費の適正化を図りました。また、柔道整復師医療費通知の効果
検証において、受療の適正化が一定程度図られていると考えられること
から、引き続き効果等を確認していきます。
○ジェネリック医薬品の使用促進に努め、調剤医療費を抑制しました。
○国保財政健全化計画に基づく国保税率により適正な賦課を行うとと
もに、国保税率の改定及び法令改正に伴う条例改正を行いました。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

○医科等レセプトの点検及び柔道整復等療養費（海外療養費、海外出産
を含む）支給申請の二次点検を実施します。また、受診の多い被保険者に
対し、柔道整復師療養費通知を送付します。
○ジェネリック医薬品の使用促進に向けた取組を実施します。
○国保財政健全化計画及び東京都国民健康保険運営方針に基づき、適
正な事業運営を図るとともに、法令改正及び国保財政健全化計画に基づ
く国保税率の改定について準備を行い、適切に対応します。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○医科等レセプトの点検（職員による資格点検、ＡＩを活用した診療報酬
明細書の内容点検、ＲＰＡを活用したこれら点検結果の登録）を実施し、
給付・医療費の適正化を図りました。
○柔道整復等療養費（海外療養費、海外出産を含む）支給申請の二次点
検を実施し、給付・医療費の適正化を図りました。
○ジェネリック医薬品の使用促進に向けて、毎月、使用促進通知を送付
するとともに、市ホームページでの周知を行い、普及を図りました。

令和７年度

年度別計画

◆医科等レセプト点検の推進
◆ジェネリック医薬品の使用促進
◆国保財政健全化計画に基づく国保税率改定の準備
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